
早いもので，縁あって東北大学

の助手として採用され仙台に来て

から１５年の月日が流れた．レーザー核融合の研究から，な

ぜかいきなり航空宇宙分野に入ったが，華麗な転身という

わけにはいかず，未だに入り口付近で出たり入ったりを繰

り返している気分がある．プラズマ・核融合学会には学生

の頃に入会し，上記のような理由から一時は幽霊会員で

あったが，なんとなくまだ足の先ぐらいは突っ込んでい

て，約１年半前から編集委員を仰せつかっている．

出身は島根県の（今は）松江市で，大阪，仙台と東に移

動してきた．卒業した小学校や中学校がすでに統廃合でな

くなったような沿岸部の半農半漁の集落に生まれ，田舎育

ちにはそれなりの自信があったが，仙台に来て驚いたこと

は，野生のクマやカモシカがいることである．サルやタヌ

キには驚かないが，クマを目撃した経験はないし，カモシ

カも見たことがなかった．

現在の自宅の前の畑には時折カモシカが現れ，畑の作物

をおいしそうに食べている．畑の主のためには追い払って

あげたほうが良いのだろうが，自分の畑ではないので，つ

い見守ってしまう．工学部のある青葉山キャンパスではク

マの目撃情報が年に数回の頻度で届く．つい先日は，自宅

の近所にクマが出没し，人を襲った．現在，小学生になる

末の娘は集団で登下校を行っており，親としては気が気で

ない．先日，近所の理髪店に行った際の雑談で，仙台市は

積極的に駆除しようとしてないみたいですね，と店主に不

満を言ったら，かわいそうじゃないですか，と返された．

そうか，こちらの人はそういう感覚なんだ，と今更ながら

東北人に少し新鮮な思いを抱いた．

思えば，大阪よりもすでに５年も長く仙台に住んでお

り，乱暴に喋るときに思わず出てしまうエセ関西弁が空々

しく感じてくるようになった．とは言え，出雲弁は誰にも

通じず，仙台弁も得体が知れず，一体何弁で喋ると落ち着

くものかと思案するこの頃である． （大西直文）
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